
'.1953年 5月明紳礁の志賀丸による観察長

昼 ' 魚 J 蔵

昭和 28(t953)年5月3日，志賀丸は， 風島測候所補給の途次，明神礁附近乞通過し，その東側

の一面を望見する機会を得たので，当時の状況について報告する.

本舶は， 5月3日13時，八丈島八重根

港を出発して，コースを SlOOEにとり鳥

島に向った， 17h40inごろ.右舷400

前方の

水平線とに小白煙を認めたL最初は噴煙
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Fig. 1 

Skutch 1. 18hOOm~05m 

Sketch 2. 18h 10m~ 15m 

かと思ったが，、形が定常的に変化がないから，爆、返による噴煙ではfJ.いものと判断した.18hOOm ご

ろから，薄暮ながら，双眼鏡によって島の外観が明りように観取された CSketch1). 18h10m ごろか

ら，島の左端に近い所にJ 滝かと思われる白色の部分があるのを認めた (Sketch2).、18h50mごろ，

もつよも島に接近し，舵との距離は約9浬の位置に達した.ととに拾いて，~竜Uように見えた白色

部分は，噴火口かと思われる岩の割れ目から立登る噴気が白雲となーって虫谷に沿うて風下にたたび

骨 T. Hoshi ; Observation of Myojiti Reef ab::>ard We.ather Ship， Shiga-maru. (Re乙eivedM・w31，1953)
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Skotch 3. 18h30?'3"，-，35m 

Sk8tch 4. 18h40m"，-，45m 

いているものであるととがわかった (Sketch3，4). 19hOOm 以後はよいやみが迫るとともに，すみ

やかに視力外に沿え去った.スケッチを行った位置と明科!礁との関係位置を Fig.lに'示す(図中，

点線で・示したコースは帰還経路であるが，夜間のために，状況は不明で・あった).

明紳礁の大いさにういでは，東側の一酉た、けからの観測であるから史正確を期するととは困難で、

あるが，六分儀により測定した結果によれば，高さは海面上‘ 50m，最高部は 70m，、測定の誤差は

::t:5mと見積られる.水平方向の広がりについて， うんぬんするととはできたーいがィ最広部 250m，

最狭部 150mくらいと思われるf 形状は NNEから sswの方向に細長いコ=カ }v.・セえシヨ y

図形であろうか? 噴気孔は，島の南端に近い大きだ割れ目で、，海水に浸されているもののようで

斉る.本肱が北から接近，南に離隔するまでに航行した，明神保を隔たるとと烏よそ 10浬圏外の

海域では，変色，浮悦物，水温の特別た異常は認められなかった.
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